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3 号床止め 来年は右岸側の工事実施で完成する  次年度は、武庫大橋下流側の２号床止め改修工事が行われる 

ハゼ釣りシーズン到来 堰撤去を知らない釣り人。 南武橋上下線運用開始された 

閉鎖された南武橋 南武橋架け替えで橋の名前は元浜橋に変わる 

武庫川改修工事もいよいよ大詰めを迎えた。下流鉱区の改修工事半ばの主要個所の現状を見てきた。全面魚道化の３号床止め

は右岸側の工事を残している。完成後は緩やかな流れを昇るアユの姿が観察できるようになるかもしれない。遡上アユと桜回廊

が一つの観光名所になるかもしれない。整備計画では、武庫川大橋下流側の２号床止めは撤去又は改修となっており、今年５月

の長雨で痛めつけられ、堰天板の一部が無残な姿をさらしているが次年度には、姿を変え市民に親しまれる新しい風景出現が出

現することだろう。如何様に改修されるのか分からないが、うまくいけばここでも遡上するアユの姿やアユを狙う鷺や鵜の集団

が来るかもしれない。アユ狙いの鷺や鵜は嫌われ者ではあっが集団出現するほど豊かな武庫川になってくれるのも良いことでは

ないか。南武橋架け替え工事もいよいよ終わりを迎え、旧橋閉鎖、新橋（元浜橋に名前が変わる模様）新橋歩道を残し上下線運

用開始された。下流の主要改修途上過疎も次年度にはおわり新しい武庫川に姿を変える事だろう。（武庫川守レポート 終稿） 
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